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1. 平成26年7月期第3四半期の連結業績（平成25年8月1日～平成26年4月30日） 

（注）当社は、平成26年２月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。 
１株当たり四半期純利益につきましては、当該分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定しております。 

(2) 連結財政状態 

（注）当社は、平成26年２月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。 
１株当たり純資産につきましては、当該分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年7月期第3四半期 1,132 16.4 △15 ― 3 ― △51 ―
25年7月期第3四半期 973 △9.8 △108 ― △42 ― △69 ―

（注）包括利益 26年7月期第3四半期 23百万円 （△55.5％） 25年7月期第3四半期 51百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年7月期第3四半期 △5.32 ―
25年7月期第3四半期 △7.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年7月期第3四半期 2,114 1,649 74.5 161.74
25年7月期 1,976 1,608 78.9 160.72
（参考）自己資本 26年7月期第3四半期 1,575百万円 25年7月期 1,558百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年7月期 ― 0.00 ―
26年7月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成26年 7月期の連結業績予想（平成25年 8月 1日～平成26年 7月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
当社は、平成26年２月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。平成26年７月期の連結業績予想における１株
当たり当期純利益につきましては、当該分割を考慮して額を記載しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,553 12.8 1 ― 21 △21.8 5 87.7 0.52



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は、平成26年２月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいておりま
す。実際の業績等は、様々な要因により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 業績予想の前提となる条件等については、【添付資料】４ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年7月期3Q 9,766,800 株 25年7月期 9,721,500 株
② 期末自己株式数 26年7月期3Q 23,300 株 25年7月期 23,300 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年7月期3Q 9,731,081 株 25年7月期3Q 9,698,200 株
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１.当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、全般に景気回復に向けた変化が見られる一方で、

実体経済への中長期的影響について先行き不透明な状況が続いております。 

当社グループは、法人事業において、主に既存クライアントに対するシステムコンサルティング業

務による売上を計上しました。コンシューマー事業においては、「贅沢なオルゴール」、「スーパーボ

ディ」等、既存のコンテンツ配信サービスによる売上を計上したほか、各種モバイル機器向けにバー

コードリーダーのライセンス販売を行いました。また、スマートフォン向け無料提供アプリ「バーコ

ードリーダー/アイコニット」は、平成26年３月に累計1,000万ダウンロードを達成し、急速にユーザ

ーを拡大しております。その結果、主に法人事業において、システムコンサルティング業務の受注が

拡大し売上高及びセグメント利益が前年同期に比べ拡大したことから、当第３四半期連結累計期間の

売上高は、1,132,235千円(前年同期比16.4％増)、営業損失は、15,692千円(前年同期は、108,446千

円の営業損失)、経常利益は、3,355千円(前年同期は、42,767千円の経常損失)、四半期純損失は、51,814

千円(前年同期は、69,185千円の四半期純損失)となりました。 

 

セグメント別の概況は以下の通りです。 

 

(法人事業) 

法人事業においては、主に既存クライアントに対するシステムコンサルティングサービスを実施

しました。システムコンサルティング業務に対する需要が拡大し、受注が比較的安定的に拡大した

ことから、その結果、同事業の当第３四半期連結累計期間の売上高及びセグメント利益が前年同期

に比べ拡大し、売上高は、855,429千円(前年同期比36.8％増)、セグメント利益は、199,835千円(前

年同期比59.4％増)となりました。 

 

(コンシューマー事業) 

コンシューマー事業においては、スマートフォン販売が引き続き拡大し、国内市場において従来

型の携帯電話からスマートフォンへの移行が進みつつあります。当社グループにおいては、既存コ

ンテンツ配信サービスによる売上を計上したほか、各種モバイル機器向けにバーコードリーダーの

ライセンス販売を行いました。また、スマートフォン向け無料提供アプリ「バーコードリーダー/

アイコニット」は、平成26年３月に累計1,000万ダウンロードを達成しました。その結果、同事業

の当第３四半期連結累計期間の売上高は、276,805千円(前年同期比20.4％減)、セグメント利益は、

2,879千円(前年同期は、15,733千円のセグメント損失)となりました。 
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(２)財政状態に関する説明 

(資産、負債及び純資産の状況) 

①資産の部 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、2,114,719千円(前連結会計年度末から

138,220千円の増加)となりました。 

このうち、流動資産は、1,341,691千円(前連結会計年度末から197,356千円の増加)となりまし

た。これは、主として現金及び預金が55,928千円増加したこと、売掛金が29,557千円増加したこ

と並びに投資有価証券の売却額を原資とした新規取得により有価証券が102,351千円増加したこ

とによるものです。 

固定資産は、773,027千円(前連結会計年度末から59,135千円の減少)となりました。これは、

主として投資有価証券が時価の上昇と売却により差引55,591千円減少したことによるものです。 

 

②負債の部 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、464,951千円(前連結会計年度末から97,263千円

の増加)となりました。 

このうち、流動負債は、302,440千円(前連結会計年度末から89,630千円の増加)となりました。

これは、主として短期借入金が25,000千円増加したこと、1年内返済予定の長期借入金が30,192

千円増加したこと及び未払法人税等が14,340千円増加したことによるものです。 

固定負債は、162,510千円(前連結会計年度末から7,632千円の増加)となりました。これは、主

として長期借入金が9,378千円増加したことによるものです。 

なお、借入金の増加は、主として子会社において大型の受注案件の増加に伴い、運転資金が必

要になったことによるものです。 

 

③純資産の部 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、1,649,767千円(前連結会計年度末から40,957

千円の増加)となりました。これは、主として四半期純損失を計上したことにより利益剰余金が

51,814千円減少した一方で、その他有価証券評価差額金が51,171千円増加したこと及び少数株主

持分が23,700千円増加したことによるものです。 
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(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年７月期の連結業績予想については、概ね当初の業績予想通りに推移しているため、平成25

年９月６日に公表しました業績予想の数値に、変更はありません。 

なお、当該予想については、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものです。実際の業

績は、様々な要因によって、予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(１)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年８月１日 至 平成25年４月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位:千円)
報告セグメント 

 
法人事業 

コンシューマ
ー事業 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上

額 
(注)２ 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 625,466 347,560 973,026 ― 973,026

(2)セグメント間の内部売
上高又は振替高 

41,637 ― 41,637 △41,637 ―

計 667,103 347,560 1,014,664 △41,637 973,026

セグメント利益又は損失(△) 125,392 △15,733 109,659 △218,105 △108,446

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、全社管理部門の費用です。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年８月１日 至 平成26年４月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位:千円)
報告セグメント 

 
法人事業 

コンシューマ
ー事業 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上

額 
(注)２ 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 855,429 276,805 1,132,235 ― 1,132,235

(2)セグメント間の内部売
上高又は振替高 

31,100 ― 31,100 △31,100 ―

計 886,529 276,805 1,163,335 △31,100 1,132,235

セグメント利益又は損失(△) 199,835 2,879 202,715 △218,407 △15,692

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、全社管理部門の費用です。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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